


















Eaton who? 

Eaton your heart out, aren’t you? 

このEatonはEatingであり、 eatone’s heart out （悲嘆にくれる）というイディオムが

使われているジョークである。 Eatonと Eatingは最後の部分が／n／と／i／の違い

だけであり、またこの部分には強勢が置かれていないため、ほぼ似た音として感じ

られている。

(20）短母音／e／と二重母音／ai／について

例22

Knock-Knock. 

Who’s there? 

Emmon. 

Emmon who? 

Emmon your side. 

このEmmonはI’m onである。後半の部分がきわめて似ているため、最初の短母音

か二重母音かはほとんど聞き取りの妨げになっていない。それほど I’m の／ai／は

さらりと発音されていることになる。

4.英語の発音とリスニングに応用できることがら

以上のようなことから、英語母語話者が話された英語の理解において意味の把握

が出来る音の特徴についてまとめると、以下のようなことがらが指摘できると思わ

れる。ただし、これはあくまでもノック ・ノ ック ・ジョークにおいてである。

(1）理解されるためには、話すときの自然な速さが必要である。

(2）自然な音の連結やくずし方がある。

(3）かなり音が異なっていても、むしろ全体のイントネーションやストレス、リ ズ

ムから意味が判別できる。

(4）ある程度のスピードで言うときは、個々の発音はさほど重要ではなくなる。

(5）決まり文句やことわざの場合は、とくに全体の意味が理解しやすい。すなわち、

コンテクス トが大切である。

とくに、発音については以下のよ うなことが指摘できる。

(6）無声音か有声音かは、ほとんど意味の判別に影響を与えない。

(7）強勢の無い母音は、 どんな母音であヮてもかまわない。

(8）子音と母音が連なるときは、例 15で見たように、その母音の方が音の認知には

関係してくる。

(9）短縮形はかなりあいまいに発音していい。
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(10）少しくらいの母音の違いは意味の把握には影響が無い。

5. おわりに

以上見てきた特徴は、ノック・ノック・ジョークだから容認できる面が大きいと

思われる。実際の会話で carelessな発音をしたら誤解が生じかねないし、たとえ通

じたとしても、靴りがあると思われるかもしれない。しかしながら、逆に言えば、

かなりの音の変化（もちろんそれには一定の法則や範囲があるだろうが）でも通じ

るということである。英語学習をする上で、とくに発音については、正確さを目指

すべきではあるが、とくに音の連結や弱形については、ある程度の許容度がありそ

うである。そのようなことがらを認識した上で、正確な発音の習得を目指してもい

いのではなし、かと考える。

注

この場合は、 Orangewho？と聞いているが、との who？はラーストネーム、つまり

フルネームを求めていると思われる。しかし、実生活ではファーストネームを聞い

てフルネームを尋ねるこ左は、ほとんどないであろう。そもそも Orangeというのは

奇妙な名前であり、 Orangewho？という展開はほとんど起こりそうにない。すなわ

ち、これはジョークのための定型（establishedpattern）と考えるべきであろう。
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